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第１０回議会改革特別委員会記録 

 

                    令和６年１１月８日（金）午前１１時１５分開会 

 

出席委員（１１名） 

     １番  山 田 豪 彦 君      ２番  鈴 木 伸 和 君 

     ３番  楠 山 節 雄 君      ５番  笠 井 政 明 君 

     ６番  稲 葉 義 仁 君      ８番  西 塚 孝 男 君 

    １０番  須 佐   衛 君     １１番  村 木   脩 君 

    １２番  内 山 愼 一 君     １３番  定 居 利 子 君 

    １４番  山 田 直 志 君 

 

欠席委員（１名） 

     ７番  栗 原 京 子 君 

 

その他出席者（なし） 

 

当局出席者（なし） 

 

議会事務局 

議会事務局長 村 木 善 幸 君 書 記 □ 原 大 太 君 
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開会 午前１１時１５分 

 

○委員長（稲葉義仁君） ただいまの出席委員は11名で、委員定数の半数に達しております。

よって、本特別委員会は成立しましたので、開会します。 

  議長、挨拶はいい。 

○議長（笠井政明君） はい、いいです。 

○委員長（稲葉義仁君） なお、７番栗原議員から欠席の届出がありましたので、御報告をい

たします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  １点目の中間報告書についてを議題とします。 

  お手元の資料を御覧ください。 

  一応中間報告書の形なんですけれども、頭にかがみとして、議会改革特別委員会の中間報

告書、今、（案）とありますが、これをつけると。参考資料としまして、定数部会、報酬部

会、それから広報編集委員会の会議録という形で資料を用意して添付をして、この形で中間

報告を今しようと思っておりますが、このあたりは形としてはいかがでしょうか。よろしい

ですか。 

（「はい」の声あり） 

○委員長（稲葉義仁君） という形になりますので、一応この後は定数と報酬の各部会の報告

書については、まだこれ完成しておりませんので、これをどうするのかというのをこの後各

部会に分かれて少し協議していただきたいと思います。 

  日程としましては、19日に議案等説明会があるので、そこでもう一度委員会を開いて、そ

こまでにすみません、各部会の報告書を完成させていただければと思います。その完成した

ものとこのかがみと併せまして正式な中間報告書の案という形で、皆さんで御確認いただい

て、問題がなければそれを12月の定例会にかけるという形にしたいと思っています。 

  あわせて、議会広報のほうも、今日、栗原さんいないんであれなんですけれども、会議録

含めて内容を確認していただいて、これでよいかという形で19日に確認をしたいと思います

ので、そのスケジュールも頭に入れていただいた上で、ちょっとこの後皆さんに検討いただ

ければと思います。よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 
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○委員長（稲葉義仁君） ということで、本件につきましては、これから各部会に分かれて協

議検討をお願いしたいと思います。 

  今が大体11時20分前。11時50分までということで、ちょっと進め方等について各部会で御

検討いただければと思います。 

  その後、戻りまして、簡単に何かあれば各部会から御報告いただいて終了という形にした

いと思いますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○委員長（稲葉義仁君） では、各部会に分かれて協議をお願いいたします。 

  暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時１９分 

 

再開 午前１１時５０分 

 

○委員長（稲葉義仁君） 休憩を閉じ再開いたします。 

  各部会分かれて御協議いただきましたが、特に何かございますか。よろしいですか。 

○１４番（山田直志君） うちの部会のほうで、１つは報酬とか定数の問題の前段の部分で、

やっぱり今はもう全国的にもなり手不足になっているというこの一つの議会の状況をちゃん

と明らかにしていくことと、あとやっぱり議会として、うちの町の議会でもこの間の取組の

可視化というのか、いわゆる議会改革度ランキングなんかも変わったりいろんなアンケート

とか応募しての取組とかそういうことをやっているそういうやっぱり議員の活動の意味とい

うのをやっぱり分かるようなところが必要ではないかというのが全体に共通する部分です。 

  あと、定数のほうではちょっと説明資料が足りていないというのもあるものですから、全

国議長会の町村のなり手不足問題の報告書のところから、必要なものについて等々から抜粋

をして資料を付けていきたいということが２つ目です。 

  ３点目には、全体として文章が長くなっているんですけれども、分かりやすく短い文章に

全体を精査しろというような意見が出ていますのでそういう点。 

  あと、前から議長にもお願いしていますけれども、県内の町議会の議会構成や等々につい

ての調査についてもお願いをして、それもできれば資料として添付をしたいと、そんなとこ

ろを話し合いました。 



－4－ 

  以上です。 

○委員長（稲葉義仁君） 今、いろんな意見出ましたけれども、では、それ誰が作りますか。 

  まず、議員のなり手不足問題についてという部分でいうと、これは定数、報酬云々ではな

く、全体の中間報告書のこちらのほうに入ってくるような話だと思うんですけれども、その

取りまとめを12月に間に合う形でできますかというところと、全てまずは中間報告をきっち

りと終了させるというところを意識しないといけないので、そこに足りないものについては、

部会ではそれぞれの部会が報告書の作成を完成までやっていただきたいというところと、中

間報告の案も、たたき台は、すみません、事務局が簡単につくっていただきましたが、必要

なものがあるのであれば、これに追加するのは事務局の仕事ではなくて私たち議員の仕事だ

と思いますので、それをどうするかという部分について、ちょっと皆さんのお考えを伺いた

いと思います。追加することについてはいいことだと思いますけれども。誰か一人がやると

いう筋合いのものではないので。 

  どうでしょうか。 

（発言する人なし） 

○委員長（稲葉義仁君） 御意見が出ないようであれば、今言ったような要素については、各

部会の報告資料に可能な限りそういったニュアンスを反映させるという形でお願いしたいと

思いますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○委員長（稲葉義仁君） いいですか。 

  今回のは、あくまでも定数と報酬のそれぞれについて、報酬は幾らが適正なのか、定数は

何人がいいのかといったところを掘り下げようといった趣旨で行っております。そういう意

味で厳密にいうと、これ定数の話になるからなり手不足って避けて通れないんですけれども、

なり手がいないから定数がという話にはやっぱりならないので定数は定数の話として置いて

おいた上で、ただ、議会改革特別委員会としては今後の活動としてまたなり手不足のところ

というのはやっていかなきゃいけない問題だと私も思っておりますし、その辺のニュアンス

がもし各部会の資料で反映できるのであれば、可能な限り入れ込んでいただければありがた

いと思います。そんな形にしたいと思いますけれども、願望ですけれども、いいでしょうか。 

  よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○委員長（稲葉義仁君） では、すみませんが、11月19日、議案等説明会が19日でした。ござ
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いますので、その日に併せて、またもう一度議会改革特別委員会を開催したいと思いますの

で、恐れ入りますが、報酬部会、定数部会の報告書については、それまでに。19が何曜日だ

ったっけ。 

（「火曜日かな」の声あり） 

○委員長（稲葉義仁君） 前日で大丈夫。その前の金曜日。 

  では、形式を整えていただいた上で、前日18日のお昼を目途に事務局のほうに御提出をお

願いいたします。そんな感じかな。 

  あとちょっと残っちゃった広報・広聴についてです。 

  これについては、今日ちょっと栗原委員長がいないので、先日の広報委員会の話は会議録

に入っているんですが、内容としましては、一応まず１点目は、今、議会だよりの発行規程

があるんですが、それに代わる形で、何を主語にするかちょっと考えどころなんですけれど

も、議会広報及び広報・広聴に関する規程というものを年明け３月の議会を目途にちょっと

整理をしたいと考えていますというのが１点。 

  ２点目については、そうはいってもそれまで何も動かないというのも寂しいので、議会広

報の中で、広報の中の特集みたいなものをつくるという趣旨で、少し広報・広聴的な活動を

試しに動けるかどうかをまずは始めてみようという話をしております。これについては、人

員も限られることもあるので、場合によっては、各常任委員会さん等に協力をお願いしたり

するようなことも出てくるかもしれませんが、いずれにしても広報紙の議会だよりの作成と

いう切り口で少し広報・広聴の活動をまずは広げていこうということに先日の広報委員会は

なっております。 

  そんな感じでこの件についてはよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○委員長（稲葉義仁君） 一応これで３月で、５月になるとまたメンバーが一新されますが、

その後からはまたきっちりと動けるようにという形でいきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

  次に、その他何かございますか。 

（発言する人なし） 

○委員長（稲葉義仁君） ないですか。 

  では、そんなようなところなんですが、先ほどの繰り返しになりますけれども、議会改革

特別委員会の中間報告書の案が、次、11月19日にみんなで見直す形になると思います。この
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頭のかがみの文も含め、何か気になることがあればＬＩＮＥＷＯＲＫＳのほうに投げていた

だいても結構なんで、御協力をよろしくお願いいたします。 

  ということで、以上で議会改革特別委員会を閉会いたします。お疲れさまでございました。 

 

閉会 午後 ０時００分 


